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オニのオニガワラさんはサラリーマン。出雲に出
張に行きます。千年万年昔から続く年に一度の神
様の集い「神様サミット」での仕事です。子ども
たちから「連れてって」と言われても、お仕事だ
から連れていけません。なぜ神様の会議なのにオ
ニが手伝いに行かなくてはならないのでしょう
か。それは会場警備のため。稲佐の浜に来てみれ
ば、神様たちが波をかき分け、風に乗り、ぞくぞ
くと押し寄せて参ります。この空、神様以外は通
行禁止なのに、ほうきに乗った魔女や、サンタク
ロースまでいるから仕事が大変。やっと一息つい
たら何やらまた空から飛んで来た。一体誰が？

『
Ｉ
の
悲
劇
』

（
米
澤
穂
信
／
文
芸
春
秋
）

一
度
死
ん
だ
村
に
、
人
を
呼
び
戻

す
。
そ
れ
が
「
甦
り
課
」
の
使
命

だ
。Ｉ
市
長
肝
い
り
Ｉ
タ
ー
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
公
務
員
た
ち
が
向

き
合
っ
た
の
は
、
一
癖
あ
る
「
移

住
者
」
た
ち
と
、
彼
ら
の
間
で

次
々
と
発
生
す
る「
謎
」だ
っ
た
。

徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
、
限
界
集

落
の
「
現
実
」。
そ
し
て
静
か
に

待
ち
受
け
る
「
衝
撃
」。
移
住
者

た
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

の
は
…
。

『
ツ
ナ
グ 

想
い
人
の
心
得
』

（
辻
村
深
月
／
新
潮
社
）

も
う
一
度
あ
の
人
に
会
え
る
と
し

た
ら
、
あ
な
た
は
何
を
伝
え
ま
す

か
？
―
一
生
に
一
度
だ
け
の
死
者

と
の
再
会
を
叶
え
る
使
者
「
ツ
ナ

グ
」。
長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
を

果
た
し
た
最
愛
の
祖
母
か
ら
歩
美

は
使
者
と
し
て
の
役
目
を
引
き
継

い
だ
。
７
年
経
ち
、
依
頼
を
受
け

る
彼
の
も
と
に
、
亡
き
人
と
の
面

会
を
望
む
人
が
訪
れ
る
。
依
頼
者

は
、
誰
に
も
言
え
ぬ
想
い
を
胸
に

秘
め
て
。
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か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
き
え
子

枯
葉
舞
い
カ
サ
リ
と
過
去
を
連
れ
戻
す

見
学
の
秋
日
に
映
ゆ
る
花
火
館

岸
　
　
あ
き
子

秋
深
き
上
台
峠
虹
の
橋

園
児
ら
の
歓
声
聞
こ
ゆ
り
ん
ご
園

高
橋
　
　
洋
子

ご
近
所
の
秋
の
お
茶
会
蔵
座
敷

靄
の
帯
紅
葉
に
流
る
雨
上
が
り

鵜
沼
　
よ
し
子

里
山
の
鎮
ま
り
木
の
実
時
雨
か
な

満
身
に
夕
日
を
と
ど
め
菊
摘
め
り

阿
部
　
サ
タ
エ

幸
せ
を
噛
み
し
め
て
い
る
今
年
米

満
月
や
生
絹
の
ご
と
く
雲
を
着
て

も
や

す
ず
し

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

秋
深
し
亡
夫
へ
土
産
の
駄
菓
子
買
ふ

も
っ
て
菊
先
ず
は
夫
へ
供
へ
け
り

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

あ
れ
こ
れ
と
急
か
す
小
春
日
刻
待
た
ず

茶
に
誘
ひ
沢
庵
漬
の
味
自
慢

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

帽
子
か
ら
は
み
出
す
耳
や
冬
に
入
る

そ
よ
風
や
水
面
に
燃
ゆ
る
枝
紅
葉

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

み
ち
の
く
の
情
け
に
ふ
れ
し
冬
の
旅

風
た
ち
て
枯
葉
の
お
ど
る
散
歩
道

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

木
枯
し
や
並
木
の
道
を
舞
ひ
歩
き

暮
早
し
夕
日
に
染
ま
る
街
灯
り

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

名
月
や
イ
モ
ク
リ
冠
し
足
ば
や
に

追
討
を
捨
て
ゝ
初
雪
消
え
去
れ
り

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

閑
散
と
村
も
静
か
な
冬
構
へ

老
い
ゆ
く
は
淋
し
き
も
の
よ
年
の
暮

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

窓
越
し
や
名
残
の
空
へ
掌
を
合
は
す

義
理
ひ
と
つ
果
た
し
て
帰
る
歳
の
暮

と
き

み
な
も

あ
か

つ　
ま
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問
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合
わ
せ

　11月22日、第17回最上地域ふるさと連合会総会
が開催されました。当日、東京はあいにくの雨模様
でしたが、会場のホテルラングウッドには「最上地
域ふるさと連合会」の会員の皆さんなど133名が集
いました。金山町からも、鈴木洋町長と丹敏雅総合
政策課長がご参加くださいました。
　東京金山会からは15名が参加し、ふるさと応援
隊としてのそれぞれの活動や近況などを報告しあ
い、親睦を深めてきました。
　最上地域出身の皆様とは、様々な活動を通してお
会いする機会も多く、懐かしい方言や思い出話など
の共通点も多いことから、いつも家族的で和やかな
集まりになっています。
　最近、ショートメールでコメントをいただけるよ
うになりました。本当にありがたいことです。これ
からも、皆様方のご意見やご要望をお待ちしており
ますので、気軽にご連絡ください！

●執筆担当 藤山の一言！
　先日、故郷金山の実家から新米が届きました。
毎年の事ですが、この時期になると20数年前の事
を思い出します。日本中からお米が無くなりました
（少し大げさですか？）。おかげさまで、我が家は実
家からのお米があり、不自由しませんでしたが、ス
ーパーやお米屋さんではタイ米との抱き合わせの販
売しかなくて世の中パニック状態でした。
　毎日当たり前に食べているお米ですが、日本の農
家さんに感謝ですね！

東京金山会のページに
アクセス！

最
上
地
域
ふ
る
さ
と
連
合
会
第

17
回
総
会
・
懇
親
会
の
様
子
。

我
ら
が
東
京
金
山
会
の
大
場
会

長
も
壇
上
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。

今月は10冊の新刊本が入荷！

富安陽子／文
大島妙子／絵
福音館書店

オニのサラリーマン
しゅっちょうはつらいよ

　
健
康
で
元
気
に
老
後
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
規
則

正
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
非
常

に
大
切
で
す
。
高
齢
に
な
っ
て
く
る

と
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、
食
事

の
内
容
が
偏
っ
た
り
、
栄
養
が
十
分

に
と
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。

【
高
齢
期
の
食
欲
不
振
の
原
因
】

・
活
動
量
の
低
下

・
噛
む
力
・
飲
み
込
む
力
の
低
下

・
義
歯
の
不
具
合

【
高
齢
者
の
低
栄
養
】

①
偏
り
が
ち
な
食
生
活
に
よ
る
食
事

摂
取
量
の
減
少
。

②
加
齢
に
よ
る
消
化
機
能
の
低
下
。

③
体
に
必
要
な
栄
養
素
の
不
足
。

⇐

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
た
ん
ぱ
く
質
が
、
欠

乏
し
た
状
態
↓「
低
栄
養
」と
い
う
。

【
高
齢
期
に
不
足
し
が
ち
な
欠
乏
症
】

●
た
ん
ぱ
く
質

・
体
力
・
免
疫
力
を
上
げ
る
。

・
血
管
が
細
く
な
り
、
脳
卒
中
の
危

険
性
が
高
ま
る
の
を
予
防
。

《
た
ん
ぱ
く
質
の
多
い
食
品
》

肉
類・魚
介
類・卵
類・大
豆
製
品・

乳
製
品
　

●
食
物
繊
維

・
便
秘
予
防
に
つ
な
が
る
。

《
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
》

豆
・
穀
類
・
野
菜
・
き
の
こ
・
こ

ん
に
ゃ
く
・
海
藻

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

・
鉄
の
吸
収
を
高
め
る
。

・
抗
酸
化
作
用
。

・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に
必
須
。

《
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
多
い
食
品
》

果
物
・
芋
類
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

●
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

・
骨
を
健
康
に
保
つ
。

・
体
温
や
血
圧
を
調
整
す
る
。

《
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
》

大
豆
製
品
・
木
の
実
・
海
藻

●
鉄

・
貧
血
予
防
。
認
知
力
低
下
予
防
。

《
鉄
分
の
多
い
食
品
》

赤
身
肉
・
レ
バ
ー
・
海
藻
な
ど

●
カ
ル
シ
ウ
ム

・
健
康
な
骨
と
歯
を
作
る
。

・
精
神
を
安
定
さ
せ
る
。

《
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
》

乳
製
品
・
葉
菜
類
・
小
魚

●
亜
鉛

・
味
覚
障
害
や
皮
膚
炎
の
予
防
。

・
感
染
症
の
予
防
。

《
亜
鉛
の
多
い
食
品
》

牡
蠣
・
牛
肉
・
ご
ま
な
ど

※
栄
養
管
理
に
間
食
は
効
果
的
！

果
物
や
乳
製
品
、
芋
類
な
ど
を
上
手

に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
お
わ
り
に
】

　
食
は
命
の
源
で
す
。

　
ご
高
齢
者
、
ご
家
族
や
介
助
者
の

方
々
の
参
考
に
、
そ
し
て
今
後
に
繋

が
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.131ほ
介護予防の第一歩は食事から!
「高齢者の栄養管理」について

町立金山診療所 管理栄養士　柿崎真貴
ま　　き


